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（参 考）国有林野の林小班データを取得する 
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（参 考）路網設計支援ソフトを用いて CS 立体図を作成する 

 

森林管理局等で現在使用されている路網設計支援ソフト（FRD）で CS 立体図を作成する

ことも可能である。 
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注）QField 用データセットを作成するには、「ＣS 立体図」という出力ファイル名を半角英 
数字のファイル名に変更して QGIS に取り込むこと。（データセットを作成するプラグ 
イン「QField Sync」が日本語では動作しないため） 
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３ 傾斜区分図の作成と搬出方式の検討 

 
 
【主な作業の流れ】 
 
（１）傾斜の解析を行う 

DEM データ（GeoTIFF 形式）を QGIＳに読み込み、ラスタ解析機能の「傾斜」で自 
動で計算し、傾斜区分のレイヤを作成する。 

  
（２）傾斜区分に応じた色分けを設定する 

作成したレイヤを右クリックし、プロパティを用いて傾斜度の区分毎に色彩の設定 
を行う。傾斜区分図が完成したら、プロジェクト名を付して保存する。 

 
 （その後は、「スタイルコピー」と「スタイル張り付け」機能を用いて保存した傾斜区 

分図の色彩や諧調を新規区分図に容易に再現可能。） 
 
（３）搬出方式等の検討に活用する 

QGIS プラグイン「Qgis2threejs」を用いて３D 画像を利用するなど、作成した傾斜 
区分図等を参考にして、当該事業地における搬出方式等を検討する。 
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（１）傾斜の解析を行う 

 

DEM データ（GeoTIFF 形式）を QGIＳに読み込み、ラスタ解析機能の「傾斜」で自 
動で計算し、傾斜区分のレイヤを作成する。 
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（２）傾斜区分に応じた色分けを設定する 

 

作成したレイヤを右クリックし、プロパティを用いて傾斜度の区分毎に色彩の設定 
を行う。傾斜区分図が完成したら、プロジェクト名を付して保存する。 
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（３）搬出方式等の検討に活用する 

 

QGIS プラグイン「Qgis2threejs」を用いて３D 画像を利用するなど、作成した傾斜 
区分図等を参考にして、当該事業地における搬出方式等を検討する。 
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出典：収益性と災害リスクを考慮した森林ゾーニングの手引き（林野庁） 
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４ 主伐区域（複層伐・誘導伐）ほかの設計  

 
【主な作業の流れ】 
 
（１）QGIS で主伐区域ほかの案を作成する 

事業地付近の CS 立体図、傾斜区分図、林小班界等を取り込んだ QGIS プロジェクト 
をベースに、QGIS の作図機能を用いて、主伐区域（例：複層伐や誘導伐の分散伐 
区）ほかの案を設計し、GIS データ（ポリゴン）として一緒に保存する。 

  
（２）携帯端末の「QField」アプリに主伐区域ほかの案を取り込む 

QGIS プラグイン「QField Sync」を用いて、（１）の QGIS プロジェクトから 携帯端 
末アプリ用の QGIS データセットを作成、携帯端末の「QField」に取り込む。 

 
（３）主伐区域ほかの案の現地踏査を行う 

携帯端末の「QField」を用いて主伐区域の現地踏査を行う。  
 
（４）収穫調査や区域計測を行う 

主伐区域の収穫調査（標本ライン調査等）や区域計測（高精度 GNSS 等）を行う 
（委託も可）。 

 
（５）区域計測の成果を反映する 

高精度 GNSS 等による区域計測結果を QGIS に取り込んで主伐区域を確定する。 
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（１）QGIS で主伐区域ほかの案を作成する 
 
 
ア 複層伐の区域設計 

 

複層伐の伐列の設計については、十勝東部森林管理署ホームページの「QGIS 参考 
  マニュアル基礎応用編」(P47～52)に詳しい。ここでは QGIS3.28.6 での手順を例示す 

る。 
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イ 誘導伐（分散伐区）の区域設計 
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【参 考】新規ファイルに地物を保存する際に⑫で KML ファイルを選択するとＧoogle Earth 上 

で伐区案の妥当性を確認することも可能である。 
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ウ 間伐区域の明示 
 
【主な作業の流れ】 
 

事業地付近の CS 立体図、傾斜区分図、林小班界、主伐区域（例：複層伐や誘導伐の分 
 散伐区）の案等を取り込んだ QGIS プロジェクトをベースに、事業地の間伐対象となる林 
小班を全て選択して別シェープファイルを作成して明示する。 
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